
山形大学　准教授

天童市西沼田遺跡公園　学芸員

　　　　　活動報告

≪活動内容≫
①　水田稲作技術比較研究プロジェクト公開研究会（全国シンポジウム）への参加
　　・白石は司会を行った

②　松本茂・山田昌久（編）2022『人類誌集報』16への活動投稿
　　・渡辺淑恵2022「西沼田遺跡水田実験レポート」『人類誌集報』16,pp.47～pp.50

③　3月25日サイエンス・カフェの実施(天童市西沼田遺跡公園・天童市教育委員会との共催）

≪実施した効果≫
①　日本各地の水田実験地との連携強化へとつながった。

②　研究誌への投稿を通じて、学術と地域を繋ぐ活動報告を行うことで周知を広げた。

③　サイエンス・カフェの実施
サイエンス・カフェへの参加人数：30名
多くの地域住民にご参加頂き、西沼田遺跡公園で行っている復元水田を通じた歴史教育に関するサイ
エンス・カフェを実施した。参加者からは、「新たな知見を得た」「今後も継続して欲しい」などの
意見を頂いた。今後に向けて、地域に根付いた歴史教育を行っていくための素地が形成された。
　

　　団体名および構成員
※団体で活動を行った場合のみ記載
（欄が足りない場合は行を追加して記入し

てください。）

（裏面あり）

山形大学「つなぐちから。」　社会共創活動推進スタートアッププロジェクト
実施報告書

報告者名

連携して活動を行った
プラットフォーム加盟機関名

天童市

団体名　天童市西沼田遺跡水田実験プロジェクト

白石　哲也

活動名
弥生時代の復元水田を通じた歴史教育ネットワークの構築

氏名 所属

白石　哲也

渡辺　淑恵



円

(数) × (単価) ＝

1 × 6,813 ＝

1 × 5,141 ＝

1 × 28,400 ＝

1 × 25,400 ＝

1 × 41,100 ＝

1 × 32,378 ＝

1 × 30,000 ＝

活動に関するHPや情報がございました
ら、URLの添付をお願いいたします。

弥生・古墳時代の水田プロジェクト
https://sites.google.com/view/suidenproject
西沼田遺跡公園
https://nishinumata.or.jp/

スタートアップだけでなく、継続的な助成事業があると、地域連携の継続が可能となると思います。

≪サイエンス・カフェ：実施スケジュール≫
13時30分　受付開始

14時00分　開始：趣旨説明（白石哲也氏）

14時05分　講演
山田昌久氏（東京都立大学/水田実験比較プロジェクト代表）
テーマ：（仮）水田実験プロジェクトの現在と西沼田遺跡）

14時50分　休憩（10分）

15時00分　参加者との交流会

16時00分　閉会（渡辺淑恵氏）

実施スケジュール

問い合わせ先：山形大学総務部企画IR課(社会共創推進室)
TEL：023-628-4615　MAIL：yu-shakaikyousou@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

(品名･使途 他)

交通費ほか

交通費ほか

交通費ほか

28,400

25,400

41,100

本事業へのご意見・要望

講師招聘

支援金の用途報告

169,232

（内訳） (金額)

6,813レンタカー

シンポジウム参加

都立大打合せ

レンタカー

次年度の計画について

≪スケジュール≫
・2023年度4月～9月：実験水田への市民参加型イベントの開催やフィールワーク授業『山形から考え
る』において、西沼田遺跡公園で山形大学生と地域の方と一緒に学ぶ市民参加型授業を実施する
・2023年度10月～3月：第2回サイエンス・カフェの実施（連携歴史講座）の実施

本事業への関連内容として、2023年度科学研究費補助金事業（基盤B：代表：山田昌久）が採択さ
れ、白石は分担者として入っており、今後の活動資金が確保された。

会場費 会場費 30,000

レンタカー レンタカー 5,141

物品（ラベルライター
ほか）

物品 32,378
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